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第
五
十
九 

  
 

新
兵
器 

   
 
 
 
 

一 
  

第
一
次
世
界
大
戦
で
は
、
潜
水
艦
、
爆
撃
機
や
戦
闘
機
、
水
上
機

母
艦
、
戦
車
、
地
雷
、
毒
ガ
ス
と
い
っ
た
「
新
兵
器
」
が
登
場
し
た
。

こ
こ
で
「
新
兵
器
」
と
か
ぎ
カ
ッ
コ
で
括
っ
た
の
は
、
個
々
に
見
れ

ば
、
い
ず
れ
も
十
九
世
紀
末
ま
で
に
登
場
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
潜
水
艦
は
、
一
六
二
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
川
で
初

の
潜
行
航
行
に
成
功
し
、
一
七
七
六
年
に
初
め
て
兵
器
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
飛
行
機
は
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ト
兄
弟
に
よ
っ
て
一
九
〇
三
年

に
発
明
さ
れ
、
第
一
次
大
戦
で
初
め
て
の
空
爆
と
空
中
戦
が
行
わ
れ

た
。
戦
争
が
使
用
法
を
変
え
、
使
用
法
が
変
わ
る
こ
と
で
新
し
い
機

能
が
追
加
さ
れ
た
、
と
い
っ
て
い
い
。 

 

一
九
一
四
年
九
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
膠
着
状
態
に
あ
っ
た
西

部
戦
線
に
登
場
し
た
「
タ
ン
ク
」（
戦
車
）
と
「
地
雷
」
も
そ
う
だ

っ
た
。 

 

車
輪
が
付
い
た
戦
場
を
駆
け
巡
る
利
器
と
い
う
意
味
で
の
「
戦
車
」

は
、
紀
元
前
の
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
で
発
生
し
て
い
る
。
中
国
で
は
三

国
志
の
こ
ろ
、
車
体
の
両
脇
に
長
い
刃
を
装
着
し
て
歩
兵
を
撫
で
斬

り
に
す
る
戦
車
が
あ
っ
た
。
自
動
車
を
分
厚
い
鉄
の
板
で
覆
い
、
機

関
砲
を
備
え
、
車
輪
に
無
限
軌
道
を
装
備
し
た
と
い
う
点
で
、
イ
ギ

リ
ス
軍
が
投
入
し
た
四
十
九
台
の
「
タ
ン
ク
」
は
画
期
的
だ
っ
た
。 
 

さ
ら
に
東
部
戦
線
で
は
毒
ガ
ス
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
水
上
機
母
艦
で
あ
る
。 

 

そ
も
そ
も
は
輸
送
船
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
ク
レ
ー
ン
と

格
納
庫
を
備
え
つ
け
、
敵
陣
の
近
く
の
海
面
に
水
上
艇
を
下
ろ
し
て

発
進
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
は
建
造
中
だ
っ
た
大
型

巡
洋
艦
「
フ
ュ
ー
リ
ア
ス
」
の
設
計
を
変
更
し
て
、
前
甲
板
と
後
甲

板
を
改
造
し
た
。
こ
こ
に
世
界
最
初
の
航
空
母
艦
が
誕
生
し
た
。 

 

フ
ュ
ー
リ
ア
ス
は
巡
洋
艦
と
し
て
設
計
さ
れ
た
た
め
に
、
艦
の
真

中
に
高
い
艦
橋
と
煙
突
が
そ
び
え
て
い
た
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
は
、

建
造
に
着
手
し
た
ば
か
り
の
大
型
商
船
の
設
計
を
改
め
、
艦
首
か
ら

艦
尾
ま
で
を
飛
行
甲
板
に
し
て
飛
行
機
の
発
着
を
専
門
と
す
る
特
殊

な
船
「
ア
ー
ガ
ス
」
を
建
造
し
た
。
こ
れ
が
の
ち
の
航
空
母
艦
の
基

本
型
と
な
っ
た
。 

 
つ
い
で
な
の
で
航
空
母
艦
に
つ
い
て
書
い
て
お
く
と
、
当
初
か
ら

航
空
母
艦
と
し
て
設
計
さ
れ
た
最
初
の
艦
船
は
、
日
本
の
「
鳳
翔
」

で
あ
る
。
こ
の
船
は
浅
野
造
船
所
で
一
九
二
二
年
に
竣
工
し
、
翌
二

三
年
に
就
役
し
た
。
と
こ
ろ
が
航
空
機
が
発
着
す
る
に
は
甲
板
の
形
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状
が
不
備
で
あ
っ
た
り
、
海
洋
の
う
ね
り
に
よ
っ
て
艦
が
安
定
し
な

い
な
ど
、
大
き
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

 
「
鳳
翔
」
が
実
戦
に
配
備
さ
れ
た
の
は
一
九
三
二
年
の
こ
と
だ
っ

た
。
上
海
事
変
に
動
員
さ
れ
、
そ
の
と
き
同
艦
か
ら
発
進
し
た
日
本

の
戦
闘
機
が
ア
メ
リ
カ
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
操
縦
す
る
中
国
軍
機
と
初

の
空
中
戦
を
行
っ
て
い
る
。 

 

太
平
洋
戦
争
で
は
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
海
戦
に
参
加
し
た
の
ち
、
広
島

の
呉
港
で
飛
行
兵
の
発
着
練
習
用
に
使
用
さ
れ
た
。
米
軍
の
空
襲
で

軽
微
な
損
傷
を
受
け
た
が
、
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
の
時
点
で
帝

国
海
軍
の
空
母
と
し
て
い
ま
だ
に
健
在
だ
っ
た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
は
日
本
の
「
鳳
翔
」
か
ら
遅
れ
る
こ
と
二
年
で
「
ハ
ー

ミ
ズ
」
を
竣
工
し
、
ほ
ぼ
同
時
に
「
イ
ー
グ
ル
」
を
完
成
さ
せ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
石
炭
運
搬
船
と
し
て
建
造
中
の
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
の
設

計
を
途
中
か
ら
航
空
母
艦
に
改
め
、「
ラ
ン
グ
レ
ー
」
の
名
で
就
役

さ
せ
た
。 

 

そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
「
カ
レ
イ
ジ
ャ
ス
」「
グ
ロ
リ
ア
ス
」

「
ア
ー
ク
ロ
イ
ヤ
ル
」「
イ
ラ
ス
ト
リ
ア
ス
」「
コ
ロ
ッ
サ
ス
」
な
ど

を
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」「
サ
ラ
ト
ガ
」「
レ
ン
ジ

ャ
ー
」「
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
」「
ワ
ス
プ
」「
エ
セ
ッ
ク
ス
」
な
ど
を
、

フ
ラ
ン
ス
海
軍
は
「
ベ
ア
ル
ン
」
を
、
大
日
本
帝
国
海
軍
は
「
龍
驤
」

「
蒼
龍
」「
飛
龍
」「
翔
鶴
」「
大
鳳
」「
信
濃
」「
雲
龍
」「
千
歳
」

「
瑞
鳳
」
な
ど
を
建
造
し
て
い
る
。 

 

不
思
議
な
こ
と
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ
リ
ア

は
空
母
を
建
造
し
な
か
っ
た
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
代
わ
り
に
潜
水

艦
を
作
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
、
思
想
の
違
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。 

 

各
国
が
航
空
母
艦
を
相
次
い
で
建
造
し
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
と
ワ

シ
ン
ト
ン
の
二
度
の
軍
縮
会
議
で
、
戦
艦
と
巡
洋
艦
の
新
規
建
造
が

規
制
さ
れ
た
た
め
だ
っ
た
。
航
空
母
艦
は
規
制
の
対
象
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
と
空
か
ら
の
敵
地
爆
撃
の
効
果
が
認
識
さ
れ
始
め
て
い
た
。 

 

艦
数
だ
け
だ
と
イ
ギ
リ
ス
が
七
、
ア
メ
リ
カ
が
七
、
フ
ラ
ン
ス
が

一
、
日
本
が
十
と
、
日
本
が
最
も
多
い
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ

リ
カ
は
並
行
し
て
、
航
空
母
艦
に
転
換
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
輸

送
船
を
建
造
し
て
い
た
。 

 

潜
在
的
な
航
空
母
艦
を
合
わ
せ
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
初
期
、

イ
ギ
リ
ス
は
二
十
四
隻
、
ア
メ
リ
カ
は
四
十
八
隻
を
保
有
し
て
い
た
。 

日
本
は
戦
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。 

  
 
 
 
 

二 
  

第
二
次
大
戦
で
登
場
し
た
「
新
兵
器
」
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

 
戦
車
、
航
空
母
艦
、
戦
闘
機
、
潜
水
艦
な
ど
は
、
第
一
次
大
戦
か

ら
二
十
五
年
の
間
に
改
良
が
重
ね
ら
れ
、
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
い

た
。
な
る
ほ
ど
大
戦
の
末
期
に
原
子
爆
弾
が
発
明
さ
れ
た
が
、
通
常

の
使
用
に
供
す
る
兵
器
で
は
な
い
。 
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そ
の
意
味
で
は
お
そ
ら
く
、 

 
―
―
レ
ー
ダ
ー
と
暗
号
装
置
で
あ
る
。 

 
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
う
ち
レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
書
い
た
。 

 

暗
号
装
置
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
原
理
を
形
成
し
た
一
要
素

と
し
て
、
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

最
も
有
名
な
の
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
使
用
し
た
「
エ
ニ
グ
マ
」

（Enigm
a

）
で
あ
る
。 

 

ド
イ
ツ
語
で
「
謎
」
を
意
味
す
る
こ
の
装
置
は
、
一
九
一
八
年
に

そ
の
原
理
に
特
許
が
与
え
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
商
用
機
が
発

売
さ
れ
て
い
た
。
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と
同
じ
キ
ー
ボ
ー
ド
（
た
だ
し

ド
イ
ツ
語
用
に
ウ
ム
ラ
ウ
ト
の
キ
ー
が
あ
っ
た
）
か
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
を
入
力
す
る
と
、
内
部
に
装
着
さ
れ
た
ロ
ー
タ
ー
で
ラ
ン
ダ
ム

に
別
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
置
き
換
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
ま
っ
た

く
意
味
を
な
さ
な
い
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
記
号
の
列
に
変
換
さ
れ
る
。 

 

原
理
は
こ
う
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ボ
ー
ド
が
動
い
て
何
か
の
文
字
が
打
た
れ
る
と
、
電
流
が
流

れ
る
。
す
る
と
第
一
の
ロ
ー
タ
ー
が
動
い
て
、
第
二
の
ロ
ー
タ
ー
に

信
号
が
送
ら
れ
る
。 

 

第
一
の
ロ
ー
タ
ー
が
「
Ａ
」
を
発
信
す
る
と
、
第
二
の
ロ
ー
タ
ー

で
一
つ
あ
と
の
「
Ｂ
」
に
変
換
さ
れ
る
。
第
一
の
ロ
ー
タ
ー
の
「
Ｂ
」

が
第
二
の
ロ
ー
タ
ー
で
二
つ
あ
と
の
「
Ｃ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

す
る
と
原
文
「
Ａ
Ｂ
」
は
、
二
度
の
置
き
換
え
で
「
Ｃ
Ｄ
」
に
変
換

さ
れ
る
。 

 

む
ろ
ん
、
こ
れ
で
は
単
純
す
ぎ
て
暗
号
に
な
ら
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
ロ
ー
タ
ー
の
周
期
を
違
え
る
。 

 

第
一
、
第
三
の
ロ
ー
タ
ー
が
十
五
回
転
す
る
間
に
第
二
、
第
四
の

ロ
ー
タ
ー
が
十
七
回
転
す
る
。
初
期
の
モ
デ
ル
は
ロ
ー
タ
ー
一
個
に

二
十
八
の
電
極
が
あ
っ
た
か
ら
、
電
極
の
数
と
回
転
数
の
相
乗
に
よ

っ
て
理
論
上
、
三
百
九
十
九
億
六
千
八
百
万
六
千
四
百
通
り
の
組
み

合
わ
せ
が
で
き
る
。 

 

ド
イ
ツ
の
陸
軍
が
制
式
に
採
用
し
た
の
は
一
九
二
八
年
だ
っ
た
。

こ
こ
で
エ
ニ
グ
マ
は
軍
用
に
改
良
さ
れ
、
ロ
ー
タ
ー
一
個
当
た
り
の

電
極
が
二
十
六
個
に
、
ロ
ー
タ
ー
は
三
個
に
減
ら
さ
れ
た
が
、
反
転

ロ
ー
タ
ー
と
プ
ラ
グ
ボ
ー
ド
（
統
計
会
計
機
械
装
置
の
配
電
盤
と
同

じ
原
理
）
が
採
用
さ
れ
た
。 

 

三
個
の
ロ
ー
タ
ー
の
回
転
周
期
を
二
十
六
、
二
十
五
、
十
六
に
高

速
化
し
た
の
で
、
文
字
を
変
換
す
る
理
論
上
の
組
み
合
わ
せ
は
一
億

八
千
二
百
七
十
九
万
四
百
通
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
プ
ラ
グ
ボ

ー
ド
の
配
線
を
変
え
る
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
無
限
大
の
組
み
合
わ
せ

が
生
成
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
っ
た
。 

 
と
は
い
え
、
以
上
は
あ
く
ま
で
も
理
論
上
の
数
字
で
あ
っ
て
、
実

際
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
使
用
さ
れ
た
。
送
り
手
が
生
成
し

た
暗
号
を
受
け
手
が
解
読
で
き
な
け
れ
ば
何
の
役
に
も
立
た
な
い
し
、



＝巻之七 乾坤＝ 

 55 

現
場
の
部
隊
に
数
学
の
専
門
家
が
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
装
置
の
原
理
と
パ
タ
ー
ン
が
判
明
す
れ
ば
、
傍
受
者
が
解

読
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。 

 

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
膨
張
が
ソ
連
を
指
向
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
一
九
三
〇
年
代
、
自
国
が
理
不
尽
な
戦
場
と
な
る
こ
と

を
恐
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
リ
ア
ン
・
レ
イ
ェ
フ
ス
キ
と
い
う
数
学

者
が
、
初
期
の
「
エ
ニ
グ
マ
」
の
暗
号
を
解
読
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。 

 

彼
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
の
部
隊
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
暗
号
文
に
、 

 

―
―
〇
〇
か
ら
〇
〇
へ
。 

 

―
―
本
日
、
異
常
な
し
。 

 

と
い
っ
た
定
型
的
な
文
章
が
繰
り
返
し
入
っ
て
い
る
に
違
い
な
い

と
考
え
た
。 

 

そ
こ
で
彼
は
傍
受
し
た
暗
号
を
丹
念
に
分
析
し
て
、
い
く
つ
か
の

定
型
文
を
見
つ
け
出
し
た
。
仮
説
と
推
理
に
よ
っ
て
単
語
が
解
読
さ

れ
、
個
々
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
元
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
置
き
換

え
る
方
法
が
発
見
さ
れ
た
。 

 

一
九
三
八
年
の
十
月
頃
、
レ
イ
ェ
フ
ス
キ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
参

謀
本
部
第
二
部
暗
号
局
に
属
し
て
い
た
ヘ
ン
リ
ク
・
ジ
ガ
ル
ス
キ
、

イ
ェ
ジ
・
ル
ジ
ツ
キ
と
い
う
二
人
の
若
い
研
究
者
を
チ
ー
ム
に
加
え

て
、
符
号
を
一
致
・
不
一
致
を
照
合
し
て
解
析
す
る
仕
組
み
を
考
え

出
し
た
。 

 

こ
れ
が
「
ｂ
ｏ
ｍ
ｂ
ａ
」（
ボ
ン
パ
：
爆
弾
）
と
い
う
暗
号
解
読

機
と
な
っ
た
。
し
か
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
「
ｂ
ｏ
ｍ
ｂ
ａ
」
の
存
在
を

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
も
秘
匿
し
て
い
た
。 

 

暗
号
が
解
読
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
を
察
知
し
た
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
は
、
ロ
ー
タ
ー
の
数
を
五
個
に
増
や
し
、
ロ
ー
タ
ー
の
回
転
周

期
を
変
更
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
理
論
上
の
暗
号
生
成
機
能
が
一
気
に

一
千
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
た
だ
し
交
信
の
パ
タ
ー
ン
ま
で
変
わ

っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

 

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
学
者
た
ち
は
な
お
も
解
明
の
努
力
を
続
け
た
が
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
彼
ら
の
研
究
は
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。
た
だ
し
ナ
チ
ス
が
侵
攻
す
る
直
前
、「
ｂ
ｏ
ｍ
ｂ
ａ
」
の

情
報
は
イ
ギ
リ
ス
に
引
き
渡
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
で
改
良
さ
れ
て
「
Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
」
と
名
付
け
ら

れ
、
さ
ら
に
改
良
さ
れ
て
「Colossus

」（
コ
ロ
ッ
サ
ス
）
と
な
っ

て
い
く
。 

  
 
 
 
 

三 
  

一
九
四
〇
年
の
二
月
、
イ
ギ
リ
ス
軍
は
最
新
の
「
エ
ニ
グ
マ
」
の

ロ
ー
タ
ー
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
西
洋
上
で
捕
獲
し
た

ド
イ
ツ
海
軍
潜
水
艦
（
Ｕ
ボ
ー
ト
）「
Ｕ
33
」
号
の
乗
組
員
が
、
ポ

ケ
ッ
ト
の
中
の
ロ
ー
タ
ー
二
個
を
破
棄
す
る
の
を
忘
れ
た
た
め
だ
っ
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た
。 

 
そ
の
ロ
ー
タ
ー
は
た
だ
ち
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
キ
ン
グ
ス
カ

レ
ッ
ジ
に
送
ら
れ
て
、
暗
号
解
読
研
究
チ
ー
ム
に
渡
さ
れ
た
。 

 

次
い
で
同
年
五
月
、
同
じ
く
大
西
洋
上
で
ト
ロ
ー
ル
漁
船
を
偽
装

し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
ス
パ
イ
船
か
ら
、
大
量
の
通
信
文
書
が
接
収
さ

れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
に
送
ら
れ
た
。
暗
号
文
と

そ
れ
を
解
読
し
た
文
書
を
照
合
す
れ
ば
、
仕
組
み
が
解
明
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
マ
ッ
ク
ス
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
と
い
う
数
学
者
が
い
た
。 

 

彼
は
イ
ギ
リ
ス
郵
政
省
の
研
究
班
と
共
同
で
、
暗
号
解
読
装
置
の

開
発
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
装
置
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
総
統
ヒ
ト
ラ

ー
が
連
絡
に
使
う
専
用
の
暗
号
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
を
解
読
す
る
の
が

目
的
だ
っ
た
。
彼
は
フ
ィ
ッ
シ
ュ
暗
号
を
統
計
的
に
解
析
す
る
装
置

の
開
発
を
進
め
て
い
た
。 

 

彼
は
、
教
え
子
で
英
米
首
脳
間
秘
話
装
置
の
開
発
を
担
当
し
て
い

た
ア
ラ
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
中
心
に
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
を
交

え
た
チ
ー
ム
を
作
り
、
エ
ニ
グ
マ
暗
号
を
解
読
す
る
作
業
に
着
手
し

た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
に
約
一
千
人
の
科
学
者
、

数
学
者
な
ど
を
集
め
て
解
読
に
当
た
っ
た
と
い
う
。
し
か
る
に
ア
ラ

ン
・
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
初
め
て
「
エ
ニ
グ
マ
」
の
暗
号
体
系
を
解
明

し
た
。 

 

彼
が
作
成
し
た
「
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
マ
シ
ン
」
お
よ
び
、
一
九
四

三
年
に
開
発
し
た
暗
号
解
読
装
置
「
コ
ロ
ッ
サ
ス
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

戦
線
の
状
況
を
一
変
さ
せ
た
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
空
軍
機
の
爆
撃
目

標
が
事
前
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 

 

―
―
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
解
読
に
成
功
し
た
こ
と
を
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
に
知
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
に
ド
イ
ツ
軍
の

空
襲
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
な
が
ら
、
住
民
に
避
難
を
勧
告
し

な
か
っ
た
。 

 

と
い
う
話
が
あ
る
。 

 

だ
が
、
こ
れ
は
ど
う
や
ら
後
世
の
創
作
で
あ
る
ら
し
い
。 

 

当
時
の
研
究
者
た
ち
は
、
ド
イ
ツ
空
軍
が
使
用
し
て
い
た
イ
ギ
リ

ス
の
都
市
名
の
コ
ー
ド
ま
で
は
解
読
で
き
な
か
っ
た
。
エ
ニ
グ
マ
暗

号
を
解
読
し
た
と
き
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
」
で
示
さ
れ
た
都
市
を
、
彼
ら
は

ロ
ン
ド
ン
だ
と
考
え
て
い
た
。
暗
号
と
は
別
に
符
号
の
解
読
も
必
要

だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

四 
  

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
同
盟
を
結
ん
で
い
た
日
本
に
も
Ｕ
ボ
ー
ト
に

よ
っ
て
「
エ
ニ
グ
マ
」
の
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
ま
ま
適
用
さ

れ
な
か
っ
た
の
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
日
本
語
の
違
い
ゆ
え
だ
っ

た
。 
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日
本
語
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
数
字
の
ほ
か
に
カ
ナ
が
あ
る
。

通
信
文
を
カ
タ
カ
ナ
に
し
て
、
受
信
側
で
漢
字
交
じ
り
文
に
直
す
に

し
て
も
、
文
字
種
が
倍
も
多
い
。 

 

こ
の
た
め
日
本
で
は
独
自
の
改
良
を
重
ね
、「
エ
ニ
グ
マ
」
と
同

じ
原
理
な
が
ら
異
な
る
機
構
を
採
用
し
た
「
紫
」
を
外
交
文
書
や
外

交
指
令
に
適
用
し
た
。
ま
た
海
軍
は
「
九
七
式
欧
文
印
字
装
置
」
を

開
発
し
、
陸
軍
は
「
三
式
換
字
機
」
を
作
っ
た
。 

 

こ
の
う
ち
「
紫
」
は
日
米
交
渉
中
に
あ
ら
か
た
が
解
読
さ
れ
、
海

軍
の
「
九
七
式
」
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
半
年
後
か
ら
一
年
後

の
間
に
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
政
府
や
軍

に
と
っ
て
の
重
要
度
の
順
と
考
え
れ
ば
い
い
。 

 

エ
ニ
グ
マ
を
真
似
た
と
は
い
え
、「
紫
」
は
日
本
語
を
暗
号
化
す

る
独
自
の
コ
ー
ド
体
系
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
連
邦
政

府
は
専
用
の
解
読
装
置
を
開
発
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

初
期
の
解
読
は
人
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
次
い
で
「
エ
ニ
グ
マ
」

用
に
開
発
さ
れ
た
「
Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
」
と
い
う
装
置
が
適
用
さ
れ
た
。

こ
の
装
置
の
開
発
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
も
か
か
わ
っ
た
。 

 

一
九
四
一
年
に
入
っ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
「
紫
」

の
解
読
に
成
功
し
た
。
彼
は
「
紫
」
の
コ
ー
ド
を
解
明
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
海
軍
の
「
九
七
式
欧
文
印
字
装
置
」
の
模
造
機
を
作
っ
て

も
い
る
。 

 

フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
作
製
し
た
「
紫
」
解
読
装
置
は
「
パ
ー
プ
ル
マ

シ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
、
日
米
開
戦
ま
で
に
八
台
が
作
ら
れ
た
。
そ

の
う
ち
の
二
台
が
イ
ギ
リ
ス
に
手
渡
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
の
北
方
七
十

キ
ロ
の
ブ
レ
ッ
チ
リ
ー
と
い
う
町
に
あ
っ
た
「
政
府
通
信
本
部
」

（
ブ
レ
ッ
チ
リ
ー
・
パ
ー
ク
）
に
設
置
さ
れ
た
。 

 

ブ
レ
ッ
チ
リ
ー
・
パ
ー
ク
の
ス
タ
ー
ト
時
は
二
百
人
程
度
だ
っ
た

が
、
第
二
次
大
戦
末
期
に
は
補
助
要
員
も
含
め
る
と
一
万
人
に
の
ぼ

る
人
々
が
働
い
て
い
た
。
そ
こ
で
ベ
ル
リ
ン
の
駐
独
日
本
大
使
館
が

発
信
す
る
暗
号
文
を
傍
受
し
て
解
読
し
た
。 

 

首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
が
側
近
に
「
ブ
レ
ッ
チ
リ
ー
は
私
の
ウ
ル
ト
ラ

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
だ
」
と
語
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
本
部
で
解
読
さ
れ
た

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
や
日
本
の
暗
号
通
信
文
は
「
ウ
ル
ト
ラ
」
と
総
称

さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
で
開
発
さ
れ
た
暗
号
技
術
が
日
本
を
経
由
し
て
ア

メ
リ
カ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
況
を
左
右
し
た

こ
と
に
な
る
。 

 

ワ
シ
ン
ト
ン
の
駐
米
日
本
大
使
館
は
、「
九
七
式
欧
文
印
刷
装
置
」

と
「
紫
」
で
本
国
と
電
信
文
を
や
り
取
り
し
て
い
た
。「
海
軍
甲
」

と
称
さ
れ
た
方
式
で
あ
る
。 

 
少
な
く
と
も
一
九
四
一
年
十
月
以
後
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
の
対

日
交
渉
グ
ル
ー
プ
は
日
本
政
府
の
対
米
英
開
戦
決
意
や
「
帝
国
国
策

遂
行
要
領
」
を
周
知
し
て
い
た
わ
け
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン

に
あ
る
日
本
大
使
館
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
い

た
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
は
、
日
米
交
渉
の
主
導
権
を
完
全
に
握
っ
て
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い
た
。 

 
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
は
、
日
本
が
い

つ
宣
戦
を
布
告
し
て
く
る
か
ま
で
承
知
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
帝
国
陸
軍
は
「
三
式
換
字
機
」
と
い
う
別

の
暗
号
装
置
を
使
っ
て
い
た
し
、
海
軍
は
外
務
省
と
は
異
な
る
コ
ー

ド
体
系
を
持
っ
て
い
た
。 

 

海
軍
に
は
「
甲
」「
乙
」「
丙
」「
丁
」「
戊
」「
辛
」「
巳
」
の
ほ
か
、

「
Ｄ
」「
Ｆ
」「
Ｇ
」「
Ｈ
」「
Ｊ
」「
Ｓ
」「
Ｗ
」
の
計
十
四
種
が
あ
り
、

か
つ
独
特
の
略
語
、
符
号
な
ど
が
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
体
系
を
整
え
た
の
は
、
中
央
大
学
法
学
部
を
出
た
藤
崎

栄
で
あ
る
。
藤
崎
は
は
じ
め
警
察
官
と
な
っ
た
が
、
独
力
で
暗
号
を

研
究
し
て
外
務
省
の
入
省
試
験
を
受
け
た
。
一
次
試
験
は
首
位
で
合

格
し
た
が
、
従
兄
弟
が
思
想
問
題
で
憲
兵
に
連
行
さ
れ
て
い
た
た
め

に
最
終
選
考
で
不
合
格
と
な
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
彼
の
論
文
が
中
野
高
等
無
線
学
校
の
創
立
者
で
あ
る
高

木
章
（
第
二
次
大
戦
後
、
衆
議
院
議
員
）
の
目
に
と
ま
っ
た
。
高
木

は
藤
崎
を
中
野
高
等
無
線
学
校
の
教
師
と
し
て
招
き
、
や
や
あ
っ
て
、

海
軍
航
空
本
部
技
術
部
長
（
少
将
）
だ
っ
た
山
本
五
十
六
に
校
長
と

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
請
願
し
た
。 

 

藤
崎
が
交
渉
の
窓
口
と
な
っ
た
。 

 

高
木
の
請
願
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
後
日
、
山
本
か
ら
藤
崎
に 

 

―
―
海
軍
の
仕
事
を
し
ろ
。 

 

と
い
う
指
示
が
き
た
。 

 

こ
れ
以
後
、
藤
崎
は
海
軍
の
暗
号
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

日
米
開
戦
の
前
夜
、
日
本
の
外
務
省
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
駐
米
日
本

大
使
館
に
長
大
な
通
信
文
を
送
信
し
た
。
対
米
交
渉
の
打
ち
切
り
を

告
げ
る
「
対
米
覚
書
」
す
な
わ
ち
最
後
通
告
で
あ
る
。 
 

全
部
で
十
四
部
か
ら
成
る
長
文
で
あ
っ
た
た
め
、
外
務
省
は
細
か

く
区
切
っ
て
送
信
し
た
。
最
初
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
九

〇
一
号
電
」
の
送
信
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
六

日
午
前
六
時
三
十
分
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
は
外
相
・
東
郷
茂
徳
の
名
で
、 

 

「
十
一
月
二
十
六
日
決
定
の
「
対
米
覚
書
」（
英
文
）
を
送
る
」 

 

「
長
文
な
の
で
分
割
し
て
順
次
送
る
」 

 

「
極
秘
扱
い
で
あ
る
」 

 

「
手
交
時
刻
は
の
ち
に
指
定
す
る
」 

 

「
い
つ
で
も
手
交
で
き
る
よ
う
文
書
作
成
に
万
端
の
手
配
を
せ
よ
」 

 

な
ど
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。 

 

日
米
覚
書
の
最
後
と
な
る
第
十
四
部
が
送
信
さ
れ
た
の
は
十
二
月

七
日
午
前
二
時
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
九
〇
七
号
電
」

は
同
日
午
前
三
時
三
十
分
で
あ
る
。 

 
そ
の
九
〇
七
号
電
に
は 

  

本
件
は
七
日
午
後
一
時
を
期
し
米
側
に
（
な
る
べ
く
国
務
長
官
に
）
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貴
大
使
よ
り
直
接
手
交
あ
り
た
し 

  
と
な
っ
て
い
た
。「
七
日
午
後
一
時
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
ワ
シ
ン

ト
ン
現
地
時
間
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
日
本
大
使
館
の
上
層
部
に
は
危
機
感
が
薄
か
っ
た
。
そ

の
結
果
、
駐
米
日
本
大
使
・
野
村
吉
三
郎
が
ア
メ
リ
カ
国
務
長
官
コ

ー
デ
ル
・
ハ
ル
に
文
書
を
手
交
し
た
の
は
、
日
本
軍
の
航
空
機
が
ハ

ワ
イ
真
珠
湾
を
攻
撃
し
た
あ
と
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
日
本
は
騙
し
討

ち
を
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
に
か
か
わ
る
も
う
一
つ
の
暗
号
が
あ
る
。

連
合
艦
隊
司
令
長
官
・
山
本
五
十
六
が
戦
闘
開
始
を
命
令
し
た
「
ニ

イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ
一
二
〇
八
」
で
も
、
南
方
軍
が
上
陸
に
成
功
し

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
「
ハ
ナ
サ
ク
ハ
ナ
サ
ク
」
で
も
、
機
動
部
隊
長

官
・
南
雲
忠
一
が
発
し
た
真
珠
湾
攻
撃
に
成
功
し
た
こ
と
を
知
ら
せ

る
「
ト
ラ
ト
ラ
ト
ラ
」
で
も
な
い
。 

 

そ
れ
は
日
本
の
大
本
営
（
陸
軍
参
謀
本
部
と
海
軍
作
戦
本
部
で
組

織
）
が
開
戦
の
最
終
決
定
を
関
係
機
関
や
諸
部
隊
に
通
知
す
る
暗
号

で
あ
っ
て
、
の
ち
に
「
風
暗
語
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

日
本
政
府
が
陸
海
軍
と
協
議
し
て
一
九
四
一
年
十
一
月
十
九
日
に

取
り
決
め
た
符
号
で
、
海
外
向
け
ラ
ジ
オ
短
波
放
送
で
発
せ
ら
れ
る

天
気
予
報
で
あ
る
。 

 

―
―
ア
メ
リ
カ
と
の
開
戦
を
決
定
し
た
場
合
は
「
東
の
風
、
雨
」

を
挿
入
す
る
。 

 

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

 

ま
た
英
蘭
仏
と
戦
争
を
開
始
す
る
場
合
に
は
「
西
の
風
、
晴
」、

ソ
ビ
エ
ト
を
攻
撃
す
る
場
合
は
「
北
の
風
、
曇
」
と
合
図
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。 
 

十
二
月
五
日
、 

 

「
東
の
風
、
雨
」 

 

「
西
の
風
、
晴
」 

 

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
外
地
の
諸
部
隊
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

潜
水
艦	
 
こ
れ
に
類
す
る
乗
り
物
の
記
録
は
古
代
に
も
あ
る
。
し
か
し
近
代

的
な
意
味
で
の
潜
水
艦
の
元
祖
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
住
ん
で
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人

の
船
大
工
で
あ
る
コ
ー
ネ
リ
ウ
ス
・
ド
レ
ベ
ル
が
考
案
し
た
。
グ
リ
ー
ス
を

塗
っ
た
皮
で
木
造
船
を
包
み
、
十
二
人
の
乗
員
が
船
体
か
ら
突
き
出
し
た
オ

ー
ル
を
漕
い
で
テ
ム
ズ
川
を
潜
水
し
た
ま
ま
数 

マ
イ
ル
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

が
で
き
た
。
二
〇
〇
三
年
に
民
間
団
体
が
復
元
し
そ
の
事
実
を
確
認
し
た
。 

 

潜
水
艦
が
戦
闘
に
使
用
さ
れ
た
最
初
は
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
で
、
一
七
七

六
年
南
軍
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ブ
ッ
シ
ュ
ネ
ル
が
作
っ
た
「
タ
ー
ト
ル
号
」
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
沖
に
停
泊
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
戦
艦
「
イ
ー
グ
ル
号
」
に
機

雷
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
。
タ
ー
ト
ル
号
は
手
動
の
ス
ク
リ
ュ
ー

二
基
で
航
行
し
、
の
ち
の
潜
水
艦
と
同
様
、
船
体
に
装
備
し
た
タ
ン
ク
に
水

を
出
し
入
れ
す
る
機
構
を
備
え
て
い
た
。 

飛
行
機
に
よ
る
世
界
最
初
の
爆
撃	
 

一
九
一
四
年
八
月
、
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍

の
複
葉
飛
行
機
が
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ュ
ネ
ビ
上
空
に
飛
来
し
、
操
縦
士
が
爆
弾

を
手
で
つ
か
ん
で
二
発
の
爆
弾
を
投
下
し
た
。
日
本
帝
国
軍
に
お
け
る
空
爆

は
同
年
八
月
、
陸
軍
所
属
の
五
機
お
よ
び
、
海
軍
所
属
の
飛
行
艇
六
機
が
ド

イ
ツ
帝
国
租
借
地
だ
っ
た
中
国
山
東
省
の
青
島
に
爆
弾
を
投
下
し
た
の
が
最

初
と
さ
れ
る
。
海
軍
は
横
須
賀
の
海
軍
工
廠
で
「
若
宮
丸
」
と
い
う
運
送
船

を
改
造
し
て
水
上
機
搭
載
設
備
を
備
え
、
青
島
近
海
か
ら
飛
行
機
を
発
進
さ

せ
た
。 

タ
ン
ク
协
戦
車
卐
と
地
雷	
 

第
一
次
大
戦
の
西
部
戦
線
で
ド
イ
ツ
と
英
仏
連

合
軍
は
長
大
な
塹
壕
を
築
い
て
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
「
ス
ペ

イ
ン
風
邪
」
と
呼
ば
れ
た
悪
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
。
長
期
戦

に
よ
る
倦
怠
感
と
病
人
の
続
出
で
士
気
が
低
下
し
た
。
こ
れ
を
打
破
す
る
た

め
に
イ
ギ
リ
ス
が
投
入
し
た
の
が
「
タ
ン
ク
」
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
も
す

ぐ
に
採
用
し
た
。
タ
ン
ク
か
ら
陣
地
を
守
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
が
地
雷

で
あ
る
。 

 

ド
イ
ツ
帝
国
は
対
ロ
シ
ア
の
東
部
戦
線
も
展
開
し
て
い
た
た
め
経
済
的
に

二
面
作
戦
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
投
入
し
た
の
が
マ

ス
タ
ー
ド
ガ
ス
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
近
代
戦
争
は
、
機
械
化
に
よ
る
大
量

破
壊
、
大
量
殺
戮
に
変
質
し
て
い
っ
た
。 

水
上
機
母
艦	
 

最
初
に
実
戦
に
使
用
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ

帝
国
軍
の
潜
水
艦
が
無
差
別
攻
撃
を
行
っ
た
こ
と
へ
の
報
復
と
し
て
、
イ
ギ

リ
ス
は
ド
イ
ツ
空
襲
を
思
い
つ
き
、
二
千
ト
ン
か
ら
一
万
ト
ン
の
商
船
を
改

造
し
て
水
上
艇
を
ド
イ
ツ
近
海
に
運
び
、
数
機
編
成
で
空
爆
し
た
。 

フ
勑
勖
リ
ア
ス	
 

一
九
一
六
年
八
月
進
水
、
一
七
年
六
月
に
巡
洋
戦
艦
と
し

て
就
役
し
た
。
全
長
二
百
四
十
メ
ー
ト
ル
／
最
大
排
水
量
二
万
八
千
五
百
ト

ン
。
そ
の
後
、
主
砲
を
撤
去
し
て
全
通
式
発
艦
甲
板
を
備
え
た
航
空
母
艦
と

な
っ
た
。
最
大
四
十
機
を
搭
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ア
勖
ガ
ス	
 

イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
に
本
社
を
置
く
旅
客
サ
ー
ビ
ス
会
社
ロ
イ

ド
・
サ
バ
イ
ド
社
が
発
注
し
た
貨
客
船
を
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
買
い
取
っ
て
航

空
母
艦
に
仕
立
て
た
。就
役
は
一
九
一
八
年
九
月
だ
っ
た
。全
長
百
七
十
二
・

五
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
二
十
・
七
メ
ー
ト
ル
、
最
大
排
水
量
一
万
五
千
七
百

七
十
五
ト
ン
だ
っ
た
。
最
大
二
十
期
を
搭
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

空
母
助
鳳
翔
努 

ほ
う
し
ょ
う
：
九
千
四
百
九
十
四
ト
ン
。
第
二
次
大
戦
後
、

復
員
船
と
し
て
一
九
四
六
年
八
月
ま
で
就
航
し
、
一
九
四
七
年
五
月
に
日
立

造
船
で
解
体
さ
れ
た
。 

エ
ニ
グ
マ	
 
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
謎
」
の
意
味
。
特
許
を
出
願
し
認
め
ら
れ
た

の
は
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
シ
ェ
ル
ビ
ウ
ス
（A

rthur Scherbius

／
１
８
７
８
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〜
１
９
２
９
）
と
い
う
ド
イ
ツ
の
数
学
者
だ
っ
た
。
彼
の
特
許
を
用
い
て
シ

フ
レ
ン
・
マ
シ
ー
ネ
ン
社
が
一
九
二
三
年
に
製
品
化
し
発
売
し
た
。
当
初
は

秘
匿
情
報
を
知
ら
れ
た
く
な
い
証
券
取
引
き
や
軍
事
用
の
通
信
な
ど
に
利
用

さ
れ
た
。 

マ
リ
ア
ン
・
レ
イ
勍
フ
ス
キ 

M
arian A

dam
 Rejew

ski

／
１
９
０
５
〜

１
９
８
０
。
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
ポ
ズ
ナ
ン
州
（
一
七
九
三
〜
一
九
一
八
年
ま

で
ド
イ
ツ
領
だ
っ
た
）
で
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
ド
イ
ツ
語
を
自
在
に
操
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
九
二
九
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
参
謀
本
部
の
暗
号
局
で
ド
イ
ツ

海
軍
の
暗
号
研
究
に
従
事
し
、
三
二
年
ご
ろ
か
ら
エ
ニ
グ
マ
の
解
読
に
取
り

組
ん
だ
。 

ヘ
ン
リ
ク
・
ジ
ガ
ル
ス
キ 

H
enryk Zygalski

／
１
９
０
８
〜
１
９
７
８
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
ズ
ナ
ン
大
学
の
同
窓
生
で
あ
る
マ
リ
ア
ン
・
レ
イ
ェ
フ
ス

キ
、
イ
ェ
ジ
・
ル
ジ
ツ
キ
と
共
同
で
エ
ニ
グ
マ
の
解
読
方
法
と
解
読
装
置
の

開
発
に
取
り
組
ん
だ
。の
ち
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
て
大
学
で
教
鞭
を
取
っ
た
。 

イ
勍
ジ
・
ル
ジ
ツ
キ 

Jerzy W
itold Ró

życki

／
１
９
０
９
〜
１
９
４
２
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
ソ
連
に
分
割
さ
れ
事
実
上
消
滅
し
た
あ

と
も
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
て
エ
ニ
グ
マ
の
解
読
に
取
り
組
ん
だ
。 

マ
勏
ク
ス
・
ニ
勑
勖
マ
ン 

M
axw

ell H
erm

an A
lexander N

ew
m
an

／

１
８
９
７
〜
１
９
８
４
。
父
親
が
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
た
め
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

と
の
戦
い
に
参
加
す
る
意
味
か
ら
、
四
十
五
歳
の
と
き
（
一
九
四
二
年
）
イ

ギ
リ
ス
政
府
通
信
部
で
ド
イ
ツ
の
テ
レ
タ
イ
プ
端
末
用
暗
号「
Ｔ
ｕ
ｎ
ｎ
ｙ
」

を
研
究
し
た
。
こ
こ
で
「
ヒ
ー
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」
と
名
付
け
た
暗
号
解
読

装
置
を
開
発
し
た
。 

ト
ミ
勖
・
フ
ラ
ワ
勖
ズ 

T
hom

as H
arold Flow

ers

／
１
９
０
５
〜
１
９

９
８
。「
ヒ
ー
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」
に
真
空
管
を
適
用
し
て
信
頼
性
を
高
め
た

の
が
世
界
初
の
デ
ジ
タ
ル
計
算
機
「
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｕ
ｓ
」
と
な
っ
た
。 

Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｕ
ｓ 

コ
ロ
ッ
サ
ス
：「
ロ
ー
ド
ス
島
の
巨
像
」（Colossus of 

Rhodes

）
の
こ
と
。
台
座
を
含
め
る
と
高
さ
約
五
十
メ
ー
ト
ル
の
太
陽
神
ヘ

リ
オ
ン
の
像
だ
っ
た
と
い
う
。
紀
元
前
二
二
六
年
の
地
震
で
倒
壊
し
た
が
、

ぞ
の
残
骸
は
六
五
四
年
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
持
ち
去
る
ま
で
見
物
客
を
集
め

て
い
た
。 

計
算
機
「
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｕ
ｓ
」 

第
二
次
大
戦
中
に
「
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
Ⅰ
」「
Ｍ

ａ
ｒ
ｋ
Ⅱ
」
の
二
機
種
計
十
台
が
製
造
さ
れ
た
。
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
Ⅱ
が
解
析
し
た

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
情
報
に
基
づ
い
て
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
上
陸
作
戦
が
策
定
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
。 

Ｕ
ボ
勖
ト	
 

U
nterseeboot

：
ド
イ
ツ
海
軍
の
保
有
す
る
潜
水
艦
の
総
称
で
、

第
一
次
世
界
大
戦
の
と
き
三
百
隻
が
建
造
さ
れ
商
船
五
千
三
百
隻
、
戦
艦
十

隻
を
撃
沈
さ
せ
た
。
第
二
次
世
界
対
戦
で
は
千
百
三
十
一
隻
が
建
造
さ
れ
、

商
船
三
千
隻
、
戦
艦
二
隻
、
空
母
二
隻
を
沈
め
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
だ
け

で
な
く
、
イ
ン
ド
洋
で
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
商
船
を
攻
撃
し
て
い
る
。
ま
た
日

本
に
も
模
造
艦
建
造
の
た
め
に
一
隻
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
「
Ｕ33

」

は
ド
イ
ツ
海
軍
第
二
潜
水
隊
群
所
属
の
潜
水
艦
だ
っ
た
。 

ア
ラ
ン
・
チ
勑
勖
リ
ン
グ 

A
lan M

athison T
uring

／
１
９
１
２
〜
１
９

５
４
。
ロ
ン
ド
ン
で
生
ま
れ
、
一
九
三
一
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
キ
ン
グ

ス
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
、
数
学
を
専
攻
し
た
。
一
九
三
六
年
か
ら
三
八
年

ま
で 

米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
留
学
、
こ
こ
で
教
授
を
し
て
い
た
フ
ォ

ン
・
ノ
イ
マ
ン
か
ら
助
手
と
し
て
誘
わ
れ
た
が
、
そ
れ
を
断
っ
て
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
に
戻
っ
た
。
三
八
年
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
暗
号
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」

「
エ
ニ
グ
マ
」
の
解
析
に
当
た
り
、
独
自
の
解
読
装
置
を
作
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
四
二
年
、
暗
号
解
読
技
術
の
交
流
の
た
め
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
、

帰
国
後
、
真
空
管
を
使
っ
た
新
た
な
暗
号
解
析
機
「
コ
ロ
ッ
サ
ス
」
の
開
発

に
従
事
し
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
た
一
九
四
五
年
、
イ
ギ
リ
ス
国
立
物
理
学
研
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究
所
に
入
り
、
こ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
の
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
に
参
加
、
四
八
年
に
ア
メ
リ
カ
に
移
っ
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
大
学
の
計
算
機
担
当
に
な
っ
た
。論
文「
計
算
機
構
と
知
能
」（
一
九
五
〇
）

は
人
工
知
能
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
五
四
年
、
青
酸
カ
リ
で
自
殺
し
た
。 

コ
ベ
ン
ト
リ
勖 

Coventry

：
ロ
ン
ド
ン
北
西
約
百
キ
ロ
に
あ
る
中
規
模
都

市
。
第
二
次
大
戦
で
は
、
聖
ミ
ッ
シ
ェ
ル
教
会
が
ド
イ
ツ
軍
空
爆
の
目
標
と

さ
れ
、
現
在
も
廃
墟
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
町
の
伝
説
に
い
わ
く
―
―
。

中
世
の
領
主
リ
オ
フ
リ
ク
の
夫
人
ゴ
ダ
イ
ヴ
ァ
は
、
重
税
に
苦
し
む
住
民
の

税
を
軽
く
す
る
よ
う
王
に
願
い
出
た
。
す
る
と
王
は
「
白
馬
に
乗
り
裸
で
町

を
歩
い
た
ら
願
い
を
か
な
え
よ
う
」
と
い
っ
た
。
彼
女
は
裸
で
馬
に
乗
り
町

に
出
た
が
、
住
民
は
戸
を
下
ろ
し
て
見
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一

人
だ
け
こ
っ
そ
り
と
の
ぞ
き
見
し
た
男
が
い
た
―
―
そ
れ
が
「
ピ
ー
ピ
ン

グ
・
ト
ム
（
の
ぞ
き
見
男
）」
の
由
来
に
な
っ
た
と
い
う
。 

映
画
劫
エ
ニ
グ
マ
劬	
 

ダ
グ
レ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
主
演
、
マ
イ
ケ
ル
・
ア
プ
テ

ッ
ド
監
督
、
二
〇
〇
一
、
イ
ギ
リ
ス
。 

紫
协
パ
勖
プ
ル
卐	
 

ワ
シ
ン
ト
ン
で
野
村
―
ハ
ル
会
談
が
続
け
ら
れ
て
い
た

一
九
四
一
年
の
早
い
時
期
に
ア
メ
リ
カ
情
報
部
に
知
ら
れ
、「
パ
ー
プ
ル
」
と

名
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
九
一
式
欧
文
印
字
機
は
「
レ
ッ
ド
」、
三
式
換

字
機
は
「
グ
リ
ー
ン
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。 

ウ
勋
リ
ア
ム
・
フ
リ
勖
ド
マ
ン 

W
illiam

 Frederick Friedm
an

／
１
８

９
１
〜
１
９
６
９
。
米
陸
軍
シ
グ
ナ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
に
属
し
て
暗
号
の
解
読
に
当
た
っ
た
。
一
般
的
に
暗
号
を
解
読

す
る
に
は
、
多
く
の
暗
号
文
の
中
か
ら
多
用
さ
れ
る
反
復
文
を
探
し
出
し
、

こ
れ
か
ら
暗
号
を
解
く
鍵
を
見
つ
け
て
い
く
。
し
か
し
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
い

き
な
り
模
造
機
を
作
っ
た
。
こ
の
た
め
多
く
の
専
門
家
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦

政
府
は
何
ら
か
の
工
作
で
日
本
か
ら
暗
号
機
の
設
計
図
な
い
し
機
構
に
関
す

る
情
報
を
入
手
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
連
邦
政
府
は
「
国
家
機
密
」
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。 

 

妻
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
（Elizebeth Sm

ith Friedm
an

／
１
８
２
６
〜
１
９

８
０
）
も
暗
号
解
読
の
研
究
者
で
、
彼
女
は
中
南
米
に
潜
む
ド
イ
ツ
系
反
米

勢
力
の
攻
撃
を
警
戒
す
る
任
に
当
た
っ
て
い
た
。 

二
台
の
パ
勖
プ
ル
マ
シ
ン	
 

一
台
は
、
本
来
は
ハ
ワ
イ
の
ア
メ
リ
カ
軍
基
地

に
設
置
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。
日
米
開
戦
直
後
に
キ
ン
メ
ル
中
将
は
罷
免
さ

れ
た
が
、「
ワ
シ
ン
ト
ン
が
十
分
な
情
報
を
提
供
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
す
る

名
誉
回
復
の
裁
判
で
「
パ
ー
プ
ル
マ
シ
ン
」
の
配
備
が
焦
点
と
な
り
、
キ
ン

メ
ル
の
主
張
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
作
っ
た
「
パ
ー
プ
ル
マ
シ
ン
」
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
北
方

七
十
キ
ロ
の
ブ
レ
ッ
チ
リ
ー
と
い
う
町
に
あ
っ
た
「
政
府
通
信
本
部
」（
ブ
レ

ッ
チ
リ
ー
・
パ
ー
ク
）
に
設
置
さ
れ
た
。
ス
タ
ー
ト
時
は
二
百
人
程
度
の
ス

タ
ッ
フ
だ
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
末
期
に
は
補
助
要
員
も
含
め
る
と
一
万
人

に
の
ぼ
る
人
々
が
働
い
て
い
た
と
い
う
。 

 

そ
の
所
在
は
枢
軸
国
側
に
は
全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
。
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル

が
側
近
に
「
ブ
レ
ッ
チ
リ
ー
は
私
の
ウ
ル
ト
ラ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
だ
」
と
語
っ

た
こ
と
か
ら
、
同
本
部
で
解
読
さ
れ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
や
日
本
の
暗
号
通

信
文
は
「
ウ
ル
ト
ラ
」
と
総
称
さ
れ
た
。 

海
軍
甲	
 

カ
タ
カ
ナ
四
文
字
の
コ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
基
づ
き
、
カ
ナ
乱
字
で
暗

号
化
し
て
い
た
。
ま
ず
通
信
文
の
語
句
を
コ
ー
ド
ブ
ッ
ク
で
カ
タ
カ
ナ
四
文

字
に
置
き
換
え
る
。
そ
の
符
字
の
下
に
カ
ナ
乱
字
を
記
入
す
る
。
こ
う
し
て

生
成
さ
れ
た
〔
符
字
＋
乱
字
〕
の
縦
列
二
字
を
九
七
式
和
文
印
字
機
で
叩
く

と
秘
匿
用
算
用
数
字
が
タ
イ
プ
さ
れ
る
。
海
軍
甲
暗
号
は
通
信
量
が
大
き
く

な
る
た
め
、
帝
国
海
軍
で
は
大
本
営
海
軍
部
発
の
作
戦
命
令
な
ど
に
限
定
し

て
使
用
し
た
。 
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対
米
覚
書	
 

当
初
、
最
後
通
告
の
発
信
開
始
時
刻
は
「
六
日
午
前
二
時
」
と

な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
四
時
間
半
も
遅
れ
た
の
は
、
通
信
文
を
暗
号
化
す
る

の
に
手
間
取
っ
た
た
め
だ
っ
た
。 
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